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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
7
0
0
部

2
0
2
1
年
度
東
京
土
建
一
般

労
働
組
合
本
部
役
員
選
挙
に
つ
い

て
下
記
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

2
0
2
1
年
2
月
1
日

第
74
回
定
期
大
会

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

櫻
井

雄
一

一
、
本
部
役
員
定
数

役
員
定
数
は
2
月
1
日
の
第
11

回
中
央
執
行
委
員
会
で
以
下
の
と

お
り
確
認
し
ま
し
た
。

①
中
央
執
行
委
員
長（
非
専
従
）

1
人
（
現
行
通
り
）

②
中
央
副
執
行
委
員
長
（
非
専

従
）
6
人
（
現
行
通
り
）

③
書
記
長
（
専
従
）
1
人
（
現

行
通
り
）

④
書
記
次
長（
専
従
）5
人（
現

行
通
り
）

⑤
常
任
中
央
執
行
委
員
20
人

（
1
人
減
）

非
専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
11

人
（
1
人
減
、
う
ち
1
人
は
青
年

部
長
）

専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
9
人

（
現
行
通
り
、
人
事
選
考
委
員
会

の
推
せ
ん
に
よ
る
）

⑥
中
央
執
行
委
員
46
人
（
現
行

通
り
）
（
各
支
部
か
ら
非
専
従
1

人
、
青
年
部
員
1
人
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
書
記
1
人
）

⑦
会
計
監
査
（
非
専
従
）
3
人

（
現
行
通
り
）

二
、
立
候
補
受
付

①
受
付
期
間

2
0
2
1
年
3

月
1
日
（
月
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
2
時

②
受
付
会
場

け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京
（
2
階
応
接
室
）

③
受
付
方
法

立
候
補
は
1
人

1
役
職
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
定

め
た
立
候
補
届
出
用
紙
に
て
必
要

事
項
を
記
入
し
署
名
の
上
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
出
ま
す
。
立

候
補
す
る
役
職
の
変
更
は
受
付
期

間
中
と
し
ま
す
。

※
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
や
コ
ロ

ナ
の
感
染
者
数
の
動
向
に
よ
り
、

第
12
回
中
央
執
行
委
員
会
が
Ｗ
Ｅ

Ｂ
開
催
と
な
る
場
合
は
、
第
2
回

大
会
準
備
委
員
会
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
受
付
方
法
等
に
つ
い
て
確

認
を
行
な
っ
た
の
ち
、
各
支
部
へ

別
途
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。④

立
候
補
者
一
覧

受
付
終
了

後
、
立
候
補
届
に
も
と
づ
き
立
候

補
者
一
覧
を
発
行
し
、
各
支
部
書

記
局
宛
に
送
り
ま
す
。
立
候
補
者

一
覧
の
記
載
順
序
は
各
役
職
の
受

付
順
と
し
ま
す
。
但
し
、
中
央
執

行
委
員
は
支
部
順
と
し
ま
す
。

三
、
選
挙

役
員
選
挙
は
役
職
ご
と
に
第
74

回
定
期
大
会
で
行
な
い
、
選
挙
の

時
間
は
選
挙
管
理
委
員
会
が
大
会

運
営
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
ま

す
。

四
、
選
挙
人

選
挙
人
は
資
格
審
査
を
経
た
第

74
回
定
期
大
会
を
構
成
す
る
代
議

員
で
す
。
但
し
、
投
票
時
間
中
に

出
席
し
て
い
な
い
選
挙
人
は
投
票

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

以
上

緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
、

行
動
に
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る

な
か
で
す
が
、
こ
の
間
も
板
橋
支

部
で
は
感
染
対
策
に
留
意
し
な
が

ら
、
仲
間
へ
の
訪
問
行
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

支
部
で
は
2
月
12
・
15
・
16
日

の
3
日
間
に
事
業
所
訪
問
を
行
な

い
ま
し
た
。こ
れ
は
、毎
月
の
納
入

明
細
書
を
届
け
な
が
ら
、
事
業
所

の
仲
間
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

に
、「
事
業
所
ニ
ュ
ー
ス
」な
ど
の

資
料
を
も
っ
て
対
話
し
、
困
り
ご

と
や
要
望
な
ど
聞
き
取
り
を
す
る

通
年
で
の
行
動
で
す
。
午
前
中
に

事
業
所
分
会
執
行
委
員
会
を
開
催

し
た
12
日
午
後
、
穴
澤
秀
康
副
委

員
長
と
森
千
恵
子
書
記
次
長
の
行

動
に
編
集
部
も
参
加
し
ま
し
た
。

訪
問
先
で
は
穴
澤
副
委
員
長
が

メ
リ
ッ
ト
袋
に
納
め
た
資
料
の
内

容
を
詳
し
く
説
明
。
支
部
独
自
の

共
済
制
度
、
確
定
申
告
記
入
会
、

健
康
診
断
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別

教
育
、
事
業
所
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

情
報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

対
話
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
昨
年
は
健
康
診
断
を
受
け
ら

れ
ず
、
今
年
も
ど
う
し
よ
う
か
悩

ん
で
い
る
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別

教
育
を
受
け
て
い
な
い
従
事
者
が

い
る
の
で
受
け
さ
せ
た
い
、
36
協

定
や
就
業
規
則
の
整
備
は
社
労
士

に
依
頼
し
て
い
る
が
、
ど
こ
が
問

題
に
な
る
の
か
自
分
で
も
知
り
た

い
な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
大
手
の
現
場
で
は
職
長

だ
け
の
朝
礼
で
も
2
0
0
人
以
上

集
め
た
り
、
平
気
で
1
0
0
0
人

以
上
で
作
業
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
り
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

が
な
お
ざ
り
に
な
っ
て
い
る
状
況

や
、
今
は
仕
事
が
あ
る
が
6
、
7

月
か
ら
少
な
く
な
る
と
予
想
し
て

い
る
と
い
う
声
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

訪
問
す
る
こ
と
で
事
業
所
か
ら

生
の
声
を
聞
き
、
事
業
所
と
の
つ

な
が
り
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま

す
。

【
八
王
子
・
書
記
・
吉
田
誠
通

信
員
】
八
王
子
支
部
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
運
動
を
停
滞
さ
せ
ず
、

仲
間
と
の
対
話
を
進
め
る
た
め
に

Ｐ
Ｓ
5
な
ど
豪
華
景
品
が
当
た
る

「
一
陽
来
復
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋
に
実
施
し
た
「
お
楽
し
み
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
よ
り
も
景
品
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
増
や
し
、
12
月
と
1

月
の
群
会
議
で
お
知
ら
せ
を
し
、

全
組
合
員
に
コ
ロ
ナ
相
談
の
呼
び

か
け
と
合
わ
せ
た
Ｄ
Ｍ
を
送
り
ま

し
た
。

2
月
末
が
締
め
切
り
で
す
が
、

既
に
9
0
0
件
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
分
会
に
よ
っ
て
は
組
織
の
7

割
以
上
の
応
募
数
に
の
ぼ
り
ま

す
。
企
画
内
容
は
「
特
賞
チ
ャ
ン

ス
」
と
「
Ｗ
チ
ャ
ン
ス
」
か
ら
選

択
し
た
豪
華
景
品
を
抽
選
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
す
。
抽
選

が
外
れ
て
も
参
加
賞
が
あ
り
、
ハ

ズ
レ
な
し
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
、
「
群
会
議
で
の

周
知
・
受
付
」
「
分
会
・
群
役
員

の
サ
イ
ン
を
経
て
提
出
」
で
す
。

物
理
的
接
触
を
前
提
と
す
る
こ
と

に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
企
画

の
楽
し
さ
・
ワ
ク
ワ
ク
感
で
分
会

か
ら
も
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
施
の
た
め
に
分
会
が
群
会

議
の
設
定
を
最
大
限
追
求
し
、
参

加
で
き
な
い
仲
間
へ
分
会
・
群
が

手
を
尽
く
し
て
つ
な
が
り
を
維
持

す
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
組

織
運
営
を
停
滞
さ
せ
な
い
取
り
組

み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
1
月
に
わ
が

家
の
子
ど
も
の
コ

ロ
ナ
感
染
が
判
明

し
た
。
濃
厚
接
触

者
と
な
っ
た
家
族

が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
と
、

も
う
一
人
の
子
ど
も
も
陽
性

に
。
保
健
所
か
ら
は
ホ
テ
ル
療

養
も
出
来
る
と
言
わ
れ
た
が
、

2
人
と
も
自
宅
療
養
を
選
択
し

た
。4
人
家
族
中
2
人
の
感
染
。

あ
わ
や
家
庭
内
ク
ラ
ス
タ
ー
に

な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
濃
厚
接

触
者
に
定
め
ら
れ
て
い
る
2
週

間
の
自
宅
待
機
は
、
家
族
ぐ
る

み
の
療
養
生
活
と
な
っ
た
。

■
テ
レ
朝
の
玉
川
徹
さ
ん
は

自
宅
療
養
で
は
な
く
て
「
自
宅

放
置
」
だ
と
訴
え
て
い
た
が
、

確
か
に
そ
う
し
た
感
が
あ
る
。

朝
に
1
度
、
保
健
所
か
ら
感
染

者
に
自
動
音
声
の
電
話
で
体
温

や
体
調
を
た
ず
ね
る
だ
け
で
、

医
師
の
判
断
を
直
接
受
け
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
家
族
に
は

常
に
不
安
が
つ
き
ま
と
う
。
ま

し
て
や
単
身
世
帯
で
自
宅
療
養

と
な
れ
ば
、
ま
さ
し
く「
放
置
」

だ
ろ
う
。

■
自
宅
療
養
の
期
間
は
ち
ょ

う
ど
東
京
都
で
2
0
0
0
人
を

超
え
る
感
染
者
が
出
た
時
期

で
、
保
健
所
も
こ
の
よ
う
な
対

応
を
す
る
の
が
限
界
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
急
変
し
た

ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
思
い

が
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
幸

い
に
も
わ
が
家
の
2
人
は
軽
症

で
済
ん
だ
が
、
2
月
初
め
に
は

コ
ロ
ナ
の
死
亡
者
数
が
増
加
し

て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

無
症
状
で
も
感
染
が
判
明
し
即

入
院
で
き
る
国
会
議
員
も
い
れ

ば
、
孤
独
死
し
て
し
ま
う
感
染

者
も
い
る
。
命
の
重
さ
に
ど
ん

な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

春
一
番
拡
大
行
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

下
で
も
「
で
き
る
こ
と
」
を
追

求
し
よ
う
と
、
仲
間
の
相
談
の

拠
り
所
と
な
る
組
合
の
存
在
を

知
ら
せ
て
い
く
活
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

健
診
、フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
、３６
協
定
と

板橋

事
業
所
ニ
ュ
ー
ス
を
活
用

これから仕事が減るだろうと話す富士工事の丹野さん（左）

群
会
議
開
催
を
追
求

八王子

一
陽
来
復
Ｃ
Ｐ
を
話
題
に

キャンペーンをＤＭで知らせた

２
０
２
１
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

２
０
２
１
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

ど
け
ん
火
災
共
済

口
座
の
登
録
推
進

昨
年
、
火
災
共
済
に
加
入
し
た

仲
間
に
口
座
登
録
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
未
登
録
者
の
50
％
の
登

録
を
目
標
に
、
3
月
末
ま
で
取
り

組
み
ま
す
。
税
金
相
談
、
分
会
総

会
な
ど
で
も
未
登
録
の
仲
間
に
声

掛
け
し
て
く
だ
さ
い
。


